令和８年度 　体力向上推進計画【中学校・義務教育学校後期課程】
	学　校　名
	○○市立○○中学校
	生徒数（R8.5.1現在）　〇〇名

	校　長　名
	○○ ○○
	体育主任名
	○○ ○○

	1． 生徒の体力・運動に関する意識の現状
★昨年度の体力・運動能力等調査の結果などから、貴校生徒の強み（〇）と課題（●）を記入してください。
〇や●には①、❷の様に番号を付け、「２」以降の質問に対しても番号で関連付けてください。記入例参照

	


　

	2． 全校または学年別の運動に対する意識や運動習慣、学校環境や授業の分析
★上記の強みと課題について、それは貴校の生徒のどんな状況（意識や運動習慣）や、貴校のどんな環境（授業や体力向上の取組）に起因していると考えられるか、記入してください。

	強み
	




	課題
	





	３．保健体育科の授業の工夫・改善、重点領域等　（保健体育科授業の充実に向けて）
★左記の強みや課題の分析をもとに、強みを伸ばしたり、課題を解決したりするために、今年度の保健体育科の授業をどの様に工夫・改善されますか。具体的に記入してください。
★その際、保健体育課としては、生徒の体力向上や運動好きを増やすための有効な手立ての一つが、授業における振り返りの充実と考えています。貴校におかれまして、授業の振り返りについて、これまで工夫されてきた点や、今年度どのように工夫されるのか記入してください。

	









	【振り返りについて】







	４．保健体育授業以外の活動（運動環境の工夫や家庭への情報発信等）
★左記の強みや課題の分析をもとに、強みを伸ばしたり、課題を解決したりするために、今年度の保健体育科の授業以外の活動をどの様に工夫・改善されますか。具体的に記入してください。

	






	５．今年度の成果（□）と課題（■）及び来年度に向けての方針（年度末に記入）

	□


この欄は年度末に、今年度を振り返って記入していただきます。年度当初は空欄のまま提出してください。


■






※A４　２枚以内　（提出の際は、３・４ページの記載例を削除してください）
令和８年度 　体力向上推進計画【中学校・義務教育学校後期課程　記載例】
	学　校　名
	○○市立○○中学校
	生徒数（R8.5.1現在）　〇〇名

	校　長　名
	○○ ○○
	体育主任名
	○○ ○○

	3． 生徒の体力・運動に関する意識の現状
★昨年度の体力・運動能力等調査の結果などから、貴校生徒の強み（〇）と課題（●）を記入してください。
〇や●には①、❷の様に番号を付け、「２」以降の質問に対しても番号で関連付けてください。

	＜記載例＞
1 全校の傾向として、男女とも持久力には強みが見られる。
❶ 柔軟性は全校の男女とも県平均より劣っていて、女子は投力にも課題がある。
2 第２学年は、昨年度に比べて走力の伸びが著しく、５０ｍ走の平均が・・・
3 全校の傾向として、男子の９０％以上が運動やスポーツをすることが好き、またはやや好きなのに対し、
❷ 女子の２５％以上が嫌い、またはやや嫌いと回答している。
4 第３学年の女子は、昨年度に比べて１週間の総運動時間の６０分未満が減少した。





	4． 全校または学年別の運動に対する意識や運動習慣、学校環境や授業の分析
★上記の強みと課題について、それは貴校の生徒のどんな状況（意識や運動習慣）や、貴校のどんな環境（授業や体力向上の取組）に起因していると考えられるか、記入してください。

	強み
	＜記入例＞
1 男女とも持久力には強みが見られる。
・１ヶ月に１回の頻度でシャトルランを計測し、記録を蓄積することで、自らの持久力向上を自覚し、次の計測に向けて目標をもつ取組を継続していることが起因していると考えられる。
4 第３学年女子の１週間の総運動時間の６０分未満が昨年度に比べ減少した。
・女子の運動時間が短いという課題を受け・・・

	課題
	＜記入例＞
❶柔軟性が男女とも県平均より劣っている。
・体育の授業において・・・
❷女子の２５％以上が、運動やスポーツをすることが嫌い、またはやや嫌いと回答している。
・バレーボールや、バスケットボールなどの種目で、女子には難しく、苦手意識をもっている生徒が多いことに起因していると考えられる。




	３．保健体育科の授業の工夫・改善、重点領域等　（保健体育科授業の充実に向けて）
★左記の強みや課題の分析をもとに、強みを伸ばしたり、課題を解決したりするために、今年度の保健体育科の授業をどの様に工夫・改善されますか。具体的に記入してください。
★その際、保健体育課としては、生徒の体力向上や運動好きを増やすための有効な手立ての一つが、授業における振り返りの充実と考えています。貴校におかれまして、授業の振り返りについて、これまで工夫されてきた点や、今年度どのように工夫されるのか記入してください。

	＜記入例＞
1 の更なる向上に向けて
・今年度も継続してシャトルランを測定するとともに、これまでのデータを各自のタブレットに入力し、年度を越えて記録を蓄積することで、更なる意欲の向上を目指す。
❷　の改善に向けて
・女子も正式なルールでの技能を身に付けさせたいという思いが強かったが、実態に応じた簡易なルールを工夫し、女子にとっても「できた」という実感をもたせるようにする。

	【振り返りについて】
＜記入例＞
・これまでは「今日の授業の感想」をワークシートに記入していたが、「今日わかったこと」、「できるようになったこと」といったように、振り返る視点を焦点化することによって、生徒に学んだ実感をもたせる。

	４．保健体育授業以外の活動（運動環境の工夫や家庭への情報発信等）
★左記の強みや課題の分析をもとに、強みを伸ばしたり、課題を解決したりするために、今年度の保健体育科の授業以外の活動をどの様に工夫・改善されますか。具体的に記入してください。

	＜記入例＞
❶柔軟性の向上に向けて
・本校では望ましい生活習慣の確立を目指して、保健委員会が「生活習慣チェック」という取組を行っている。今年度は、軽い運動は心のリフレッシュにもつながるという視点で、その「生活習慣チェック」の項目にストレッチを追加して取り組むように促したい。

	５．今年度の成果（□）と課題（■）及び来年度に向けての方針（年度末に記入）

	□この欄は年度末に、今年度を振り返って記入していただきます。年度当初は空欄のまま提出してください。


■



※A４　２枚以内
★今年度から、様式を一部変更しています。取組の重点を明確にして端的にご記入ください。
★年度末にはA４用紙２枚以内でご提出をお願いいたします。
★各校の実態に応じて、児童生徒の泳力習得や技能向上の目標を設定するなど、水泳領域についても取組を推進していただきますよう、お願いいたします。
★計画作成の際のご質問等は、保健体育課（TEL0852-22-5426　花田・伊藤）まで問い合わせください。
★保健体育課のホームページに各校の「体力向上推進計画」を掲載する取組は、近年、停止していましたが、今年度末より「３　今年度の取組」「４　今年度の成果と課題」のみ掲載を再開する予定です。


